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戦況

見出し ブラジル、執念のドロー

前半

FRAのスローオフで始まった。まずはFRAが2連取する。FRAは3分過ぎ退場者を出し、苦
しい状況になったが、ディフェンスが頑張りBRAの得点を許さない。8分、やっとFRAが
速攻で1点目をあげる。FRAは№21のﾌｪｲﾝﾄ、№13の速攻で同点に追いつく。その後は、
互いに激しくコンタクトして相手の得点を許さない時間帯が続いた。しかし17分過ぎ
からFRAが７ｍスロー、速攻、№24ポストシュートと4連続得点し、BRAを突き放しにか
かる。終盤に入り、今度はBRAが№９のステップシュートなどで連続で得点し1点差に
迫る。しかし追い上げムードのBRAは、23分過ぎに№７、25分に№18と連続で退場者を
出し、なかなか波に乗れない。その間にFRAは№６の速攻や№20のRWからのシュートな
どで再び3点差とする。27分過ぎ、BRAのタイムアウト明けに互いに得点し、FRA３点
リードのまま前半を終了する。

後半

後半は、BRAがまず2連続得点し、1点差と迫るがFRAは№27の速攻ですぐに取り返す。
しかしBRAも№２のブレイクスルーなどで6分に同点に追いつき波に乗りたいところだ
が、退場者を出し2点差とされる。今度はFRAが退場者を出し、BRAがリードを奪う。残
り10分を切ったところで16対16の同点。先にリードを奪ったのは７ｍスローを№64が
決めたFRA。今度は、BRAの№18が豪快にＬＢからロングシュートを決める。一進一退
の攻防を繰り返す中残り5分を切って再び同点。FRAベンチのタイムアウト明け後に№
10が執念のロングシュートを決めてFRA1点リードとする。しかし28分過ぎ№27がこの
試合3度目の退場となり、FRAは終了まで一人少ない状態となった。このチャンスにBRA
は№21が決めて同点。しかしFRAもロングシュートを決めて残り1分で1点リードとす
る。今度は残り5秒でBRA№18がロングシュートを決めて同点とする。最後はFRAのノー
タイムフリースローをBRAが守り切り、両チーム同点で試合終了となった。
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